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(57)【要約】
【課題】浴槽と防水パンを設置面上に簡単に位置決めし
て設置でき、エプロンを強固に取り付けることができ、
コストを低減することを課題とする。
【解決手段】浴槽２の防水パン３側の両端部の夫々を防
水パン３に連結するための連結具５ａ、５ｂを備える。
各連結具５ａ、５ｂを防水パン取付板部１３とエプロン
取付板部１４と浴槽取付板部１５とで構成する。各連結
具５ａ、５ｂの防水パン取付板部１３の下面を防水パン
３の堰部９の上端面に沿わせて取付ねじ１８で固着する
。浴槽取付板部１５の片面を浴槽２の垂下部８ｃ、８ｄ
の内面に沿わせて取付ねじ１８で固着する。各連結具５
ａ、５ｂのエプロン取付板部１４の前面にエプロン４の
側端部の後面を沿わせて取付ねじ１８で固着する。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴槽と洗い場を構成する防水パンとを設置面上に並べて設置し、該浴槽の防水パン側の
両端部の夫々を防水パンに連結するための連結具を備え、各連結具を、横長板状の防水パ
ン取付板部と、縦長で前記防水パン取付板部に垂直な板状であると共に下端部を防水パン
取付板部の長手方向の一端部に一体に接続したエプロン取付板部と、前後方向に長く前記
エプロン取付板部に垂直な板状であると共に前端部をエプロン取付板部の上端部に一体に
接続した浴槽取付板部とで構成し、防水パンの浴槽側の端縁から堰部を立ち上げ、浴槽の
防水パン側の辺の両側に隣接する辺に設けたフランジ部の端縁から垂下部を垂下させ、各
連結具の防水パン取付板部の下面を防水パンの堰部の上端面に沿わせて取付ねじで固着す
ると共に、浴槽取付板部の片面を前記浴槽の垂下部の内面に沿わせて取付ねじで固着し、
各連結具のエプロン取付板部の前面にエプロンの側端部の後面を沿わせて取付ねじで固着
することを特徴とする防水パンと浴槽の設置構造。
【請求項２】
　前記浴槽の下面の複数箇所に設けた支持脚を設置面上に直接載置すると共に、防水パン
の下面の複数箇所に設けた支持脚を設置面上に直接載置し、該浴槽と防水パンを前記各連
結具で連結することを特徴とする請求項１に記載の防水パンと浴槽の設置構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は防水パンと浴槽の設置構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、浴槽と洗い場を構成する防水パンとを別体とした分割タイプのユニットバス
が知られている。図５に示す従来のユニットバスは、浴槽を覆うエプロン４を防水パン３
と一体に設けたものであり、エプロン４を別体に設けたものと比較して防水パン３が大型
化し、現場への搬入作業が難しくなるといった問題を有している。また、このユニットバ
スにおいては、浴槽２を設置面１上に設置した浴槽支持フレーム２３に位置決めして設置
し、防水パン３を浴槽支持フレーム２５に設けた支持ブロック２４で支持することで位置
決めを行い、これにより防水パン３と浴槽を位置決めして設置している。しかし、このよ
うに浴槽２と防水パン３を別々に支持ブロック２４のような位置決め部材を介して浴槽支
持フレーム２３に位置決めして設置するのは施工効率が悪く、また、この際に利用される
浴槽支持フレーム２３は大型でコストがかかるという問題がある。
【０００３】
　また、例えば特許文献１には、浴槽と、エプロンと、防水パンとを別体としたユニット
バスが開示してある。このユニットバスの設置構造においては、浴槽の防水パン側の両側
端部の夫々を結合部材により防水パンに連結している。各結合部材の上下両端部は浴槽の
フランジ部と防水パンの浴槽側の端縁から立ち上げた堰部に取付ねじにより固着されて両
者を連結するものであり、エプロンは浴槽のフランジ部と防水パンの堰部との間に嵌め込
むことで取り付けられている。しかし、この設置構造においては、エプロンの取付強度が
弱く、また、各結合部材を多数の部材を連結して構成してあると共に形状が複雑でありコ
ストがかかるという問題もある。
【特許文献１】特開２００５－２９６３５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は上記従来の問題点に鑑みてなされたものであって、浴槽と防水パンを設置面上
に簡単に位置決めして設置でき、エプロンを強固に取り付けることができ、コストを低減
できる防水パンと浴槽の設置構造を提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
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【０００５】
　上記課題を解決するために本発明に係る防水パンと浴槽の設置構造は、浴槽２と洗い場
を構成する防水パン３とを設置面１上に並べて設置し、該浴槽２の防水パン３側の両端部
の夫々を防水パン３に連結するための連結具５ａ、５ｂを備え、各連結具５ａ、５ｂを、
横長板状の防水パン取付板部１３と、縦長で前記防水パン取付板部１３に垂直な板状であ
ると共に下端部を防水パン取付板部１３の長手方向の一端部に一体に接続したエプロン取
付板部１４と、前後方向に長く前記エプロン取付板部１４に垂直な板状であると共に前端
部をエプロン取付板部１４の上端部に一体に接続した浴槽取付板部１５とで構成し、防水
パン３の浴槽２側の端縁から堰部９を立ち上げ、浴槽２の防水パン３側の辺の両側に隣接
する辺に設けたフランジ部７ｃ、７ｄの端縁から垂下部８ｃ、８ｄを垂下させ、各連結具
５ａ、５ｂの防水パン取付板部１３の下面を防水パン３の堰部９の上端面に沿わせて取付
ねじ１８で固着すると共に、浴槽取付板部１５の片面を前記浴槽２の垂下部８ｃ、８ｄの
内面に沿わせて取付ねじ１８で固着し、各連結具５ａ、５ｂのエプロン取付板部１４の前
面にエプロン４の側端部の後面を沿わせて取付ねじ１８で固着することを特徴とする。こ
のような設置構造とすることで、浴槽２と防水パン３を連結具５ａ、５ｂで連結するだけ
で浴槽２と防水パン３を設置面１上に位置決めして設置できる。また、エプロン４の両端
部を各連結具５ａ、５ｂのエプロン取付板部１４に取付ねじで固着することで、連結具５
ａ、５ｂにより浴槽２、エプロン４、防水パン３の三者を一体的に連結できる。また、連
結具５ａ、５ｂを防水パン取付板部１３とエプロン取付板部１４と浴槽取付板部１５の３
枚の板部で構成された非常に簡易な構造のものとできる。
【０００６】
　また、請求項２は請求項１において、前記浴槽２の下面の複数箇所に設けた支持脚を設
置面上に直接載置すると共に、防水パン３の下面の複数箇所に設けた支持脚を設置面１上
に直接載置し、該浴槽２と防水パン３を前記各連結具５ａ、５ｂで連結することを特徴と
する。従来の浴槽支持フレームを省略できてコストを削減できる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明では、浴槽と防水パンを連結具で連結するだけで浴槽と防水パンを設置面上に位
置決めして設置でき施工効率が良い。しかもエプロンの両端部を各連結具のエプロン取付
板部に取付ねじで固着することで、連結具により浴槽、エプロン、防水パンの三者を一体
的に連結でき、エプロンを強固に取り付けることができる。また、連結具は防水パン取付
板部とエプロン取付板部と浴槽取付板部の３枚の板部で構成された非常に簡易な構造のも
のであるためコストを低減できる。また、各連結具は互いに垂直な防水パン取付板部とエ
プロン取付板部と浴槽取付板部で構成されるので、簡易な構造であるにも関わらず変形に
対する強度が強い。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明を添付図面に示す実施形態に基づいて説明する。図１及び図２に示す本実
施形態の一例の設置構造では、浴槽２と、防水パン３と、エプロン４との夫々を別体とし
た分割タイプのユニットバスを設置面１に設置するものであって、浴槽２と防水パン３は
設置面１上に並べて設置され、浴槽２の防水パン３側の一端部は第一の連結具５ａを介し
て防水パン３に連結されると共に反対側の他端部は第二の連結具５ｂを介して防水パン３
に連結され、これら第一の連結具５ａ及び第二の連結具５ｂの夫々にエプロン４の両側端
部が取り付けられるものである。
【０００９】
　浴槽２は平面視長方形状であり、平面視略長方形状の槽本体６と、槽本体６の上端部か
ら外方に向けて一体に突出するフランジ７を備えている。フランジ７は浴槽２の両側の長
辺の夫々を構成するフランジ部７ａ、７ｂと両側の短辺の夫々を構成するフランジ部７ｃ
、７ｄとで構成してある。各フランジ部７ａ～７ｄの端縁からは垂下片８が一体に垂下し
ており、該垂下片８はフランジ７の全周に亘って形成してある。ここで、浴槽２の短辺（
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即ち浴槽２の防水パン３側の辺に隣接する辺）に設けたフランジ部７ｃ、７ｄの端縁から
垂下した垂下片８の夫々を垂下部８ｃ、８ｄとすると、両垂下部８ｃ、８ｄの内面（即ち
槽本体６側の面）にはねじ穴（図示せず）を設けている。これらねじ穴は各垂下部８ｃ、
８ｄの防水パン３側の端部における長手方向の複数箇所に設けてあり、各垂下部８ｃ、８
ｄに埋設したインサートナットで構成される。なお、これらねじ穴は各垂下部８ｃ、８ｄ
の内面に直接形成したものであっても良い。浴槽２の下面部の複数箇所にはボルト軸螺合
部を設けてあり、各ボルト軸螺合部には支持ボルト１１を螺合している。各支持ボルト１
１は浴槽２から下方に突出して浴槽２の支持脚を構成するものであり、ボルト軸螺合部に
対する螺合深さを調節することで浴槽２の設置高さを調節できるようになっている。なお
、ボルト軸螺合部は浴槽２の下面に形成したボスにねじ穴を構成するナット筒（図示せず
）を設けることで形成される。
【００１０】
　洗い場の床を構成する防水パン３は浴槽２の一方の長辺側に隣接して設置されるもので
あり、その浴槽２側の端部には排水口１０を形成している。防水パン３の浴槽２側の端縁
には全長に亘って堰部９を一体に立ち上げており、堰部９により防水パン３上の水が浴槽
２側に流出することを防止している。堰部９の上端面にはねじ穴（図示せず）を設けてい
る。これらねじ穴は堰部９の長手方向の両側の端部において堰部９の長手方向の複数箇所
に設けてあり、各ねじ穴は堰部９に埋設したインサートナットで構成される。なお、ねじ
穴は各垂下部８ｃ、８ｄの内面に直接形成したものであっても良い。また、防水パン３の
下面部の複数箇所には浴槽２と同様にボルト軸螺合部を設けてあり、各ボルト軸螺合部に
は支持ボルト（図示せず）を螺合している。この支持ボルトは防水パン３の支持脚を構成
するもので、ボルト軸螺合部に対する螺合深さを調節することで防水パン３の設置高さを
調節できるようになっている。
【００１１】
　エプロン４は浴槽２のフランジ部７ａと防水パン３の堰部９の間に嵌め込まれ、この状
態でエプロン４の両側端部を取付ねじ１８により両連結具５ａ、５ｂに固着することで、
開口部１７を閉塞して浴槽２の槽本体６を覆い隠すものであり、エプロン４の両側端部の
上下方向の複数箇所には前記両連結具５ａ、５ｂに連結するための取付ねじ１８を挿通す
るためのねじ挿入孔（図示せず）を形成している。
【００１２】
　浴槽２の長手方向の一側に配置される第一の連結具５ａと他側に配置される第二の連結
具５ｂは左右対称形状となっている。各連結具５ａ、５ｂは金属板材からなり、横長の長
方形板状で防水パン３の堰部９の上端面に対向させる防水パン取付板部１３と、縦長で防
水パン取付板部１３に垂直な長方形板状であってエプロン４の背面（浴槽２側の面）に対
向させるエプロン取付板部１４と、前後方向に長くエプロン取付板部１４に垂直な長方形
板状であって浴槽２の垂下部８ｃ又は８ｄの内面に対向させる浴槽取付板部１５とで構成
してあり、各連結具５ａ、５ｂは、鉤状の一枚の板材を折曲すること、又は防水パン取付
板部１３、エプロン取付板部１４、浴槽取付板部１５の夫々を構成する長方形板状の金属
板材を溶接等で一体に接続することなどで形成される。
【００１３】
　縦長のエプロン取付板部１４はその下端部を防水パン取付板部１３の長手方向の一端部
の後縁に一体に接続している。また、前後方向に長い浴槽取付板部１５はその前端部をエ
プロン取付板部１４の上端部の側縁（防水パン取付板部１３の先端側とは反対側の側縁）
に接続している。防水パン取付板部１３及び浴槽取付板部１５の長手方向の複数箇所（図
示例では３箇所）には厚み方向に貫通するねじ挿通孔１６を穿設してあり、各ねじ挿通孔
１６は前述の防水パン３の堰部９に形成した各ねじ穴及び浴槽２のフランジ部７ｃ又は７
ｄに形成した各ねじ穴に対応する位置に形成されている。また、エプロン取付板部１４の
長手方向の複数箇所（図示例では３箇所）にはねじ孔１９を穿設してあり、各ねじ孔１９
は前述のエプロン４の端部に形成した各ねじ挿入孔に対応する位置に形成されている。
【００１４】
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　上記ユニットバスの施工は、まず浴槽２の下面の複数箇所から突出する支持脚（支持ボ
ルト１１）を設置面１上に直接載置すると共に、防水パン３の下面の複数箇所から突出す
る支持脚（支持ボルト）を設置面１上に直接載置し、このように設置面１上に設置された
浴槽２と防水パン３とを第一及び第二の連結具５ａ、５ｂで連結する。
【００１５】
　上記各連結具５ａ、５ｂにより浴槽２と防水パン３を連結するには、まず連結具５ａ、
５ｂの防水パン取付板部１３の下面を防水パン３の堰部９の上端面に当接して沿わせると
共に、浴槽取付板部１５の片面を浴槽２の垂下部７ｃ又は７ｄの内面に当接して沿わせ、
防水パン取付板部１３及び浴槽取付板部１５に形成した各ねじ挿通孔１６を防水パン３の
堰部９に形成した各ねじ穴及び浴槽２のフランジ部７ｃ又は７ｄに形成した各ねじ穴に対
向させる。次いで、防水パン取付板部１３の各ねじ挿通孔１６に取付ねじ１８を挿入して
各取付ねじ１８を堰部９に形成した対応する各ねじ穴に螺合すると共に、浴槽取付板部１
５の各ねじ挿通孔１６に取付ねじ１８を挿入して各取付ねじ１８を垂下部７ｃ又は７ｄの
内面に形成した対応する各ねじ穴に螺合し、これにより各連結具５ａ、５ｂにより防水パ
ン取付板部１３及び浴槽取付板部１５を複数の取付ねじ１８により防水パン３の堰部９及
び浴槽２の垂下部７ｃ又は７ｄに固着する。
【００１６】
　そして上記のように各連結具５ａ、５ｂにより浴槽２と防水パン３を連結した後、エプ
ロン４の両側端部の背面をパッキン２０を介して各連結具５ａ、５ｂのエプロン取付板部
１４の前面に当接し、浴槽２の防水パン３側のフランジ部７ａと防水パン３の堰部９との
間にエプロン４を嵌め込んだ状態とする。また、この時、エプロン４の両側端部に形成し
た各ねじ挿入孔を連結具５ａ又は５ｂに形成したねじ孔１９に対向させる。そしてこの状
態でエプロン４の両側端部に形成した各ねじ挿入孔に取付ねじを挿入して各取付ねじを対
応する連結具５ａ又は５ｂの各ねじ孔１９に螺合し、これによりエプロン４の両側端部を
複数の取付ねじにより各連結具５ａ、５ｂのエプロン取付板部１４に固着する。
【００１７】
　上記防水パン３と浴槽２の設置構造にあっては、浴槽２と防水パン３を連結具５ａ、５
ｂで連結するだけで浴槽２と防水パン３を設置面１上に位置決めして設置でき施工効率が
良い。しかもエプロン４の両端部を各連結具５ａ、５ｂのエプロン取付板部１４に取付ね
じで固着することで、連結具５ａ、５ｂにより浴槽２、エプロン４、防水パン３の三者を
一体的に連結でき、エプロン４を強固に取り付けることができる。また、ここで利用され
る連結具５ａ、５ｂは既述の防水パン取付板部１３とエプロン取付板部１４と浴槽取付板
部１５の３枚の板部で構成された非常に簡易な構造のものであるためコストを低減できる
。また、各連結具５ａ、５ｂは互いに垂直な防水パン取付板部１３とエプロン取付板部１
４と浴槽取付板部１５で構成されるので、簡易な構造であるにも関わらず変形に対する強
度が強い。
【００１８】
　なお、上記エプロン４は図２のように一枚のエプロン材で構成したものであっても良い
し、また、図４のように浴槽２側に配置される枠状の内蓋２１と、該内蓋２１の防水パン
３側に取り付けられて内蓋２１の開口部を覆う外蓋２２とで構成しても良い。なお、後者
の場合には内蓋２１の両側の枠材の上下複数箇所に既述のねじ挿入孔を形成するものであ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施の形態の一例を示し、エプロン取り付け前の浴槽と防水パンを設置
面に設置した状態を示す斜視図である。
【図２】同上の設置構造の断面図である。
【図３】同上の連結具の斜視図である。
【図４】他例の設置構造の断面図である。
【図５】従来の防水パンを設置する前の状態を示す斜視図である。
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【符号の説明】
【００２０】
　１　設置面
　２　浴槽
　３　防水パン
　５ａ　第一の連結具
　５ｂ　第二の連結具
　７ｃ　フランジ部
　７ｄ　フランジ部
　８ｃ　垂下部
　８ｄ　垂下部
　９　堰部
　１３　防水パン取付板部
　１４　エプロン取付板部
　１５　浴槽取付板部
　１８　取付ねじ

【図１】 【図２】
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【図５】
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